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「北口ゆうこう道議と語

る新春の集い」のご案内

輝かしい新年を迎え、皆様い

かがお過ごしでしょうか。 

さて、「北口道議と語る新春

の集い」を下記のとおり計画い

たしました。多くの皆様のご来

場をお待ちしています。 

とき：2月６日（金）18時～

ところ：士別グランドホテル 

会費：2,500円 

主催：北口雄幸士別市後援会

【会券のお求め先】 

北口事務所（東３条北７丁目）

電話0165-22-3100

FAX0165-23-4356

                              

    

謹
賀
新
年 新

年
、

明
け
ま
し

て
お
め
で

と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
は
世
界
的
な
金

融
危
機
か
ら
、
日
本
に
お
い
て

も
大
変
厳
し
い
経
済
状
況
に
陥

り
、
こ
の
こ
と
は
残
念
な
が
ら
、

北
海
道
に
お
い
て
も
大
き
な
影

響
を
う
け
る
事
に
な
り
ま
す
。 

働
く
皆
さ
ん
は
、
雇
用
不
安

に
陥
り
、
農
家
の
皆
さ
ん
は
肥

料
な
ど
の
生
産
資
材
高
騰
の
影

響
を
受
け
、
中
小
企
業
や
商
店

も
皆
さ
ん
に
お
い
て
も
、
長
引

く
景
気
低
迷
で
大
変
な
状
況
で

あ
り
ま
す
。 

私
は
、
も
っ
と
ふ
る
さ
と
の

皆
さ
ん
が
元
気
を
取
り
戻
せ
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
道
議
会
で

議
論
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

そ
し
て
今
年
こ
そ
、
国
民
の

生
活
を
第
一
に
考
え
る
民
主
党

に
政
権
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
佐
々
木
隆
博
代
議
士
の
再

選
を
勝
ち
取
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

皆
さ
ま
に
と
っ
て
よ
り
良
い

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

を
お
願
い
し
、
年
頭
に
あ
た
っ

て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

北
海
道
議
会
議
員 

北

口

雄

幸  

チ
ェ
ン
ジ
！  

ニ
ッ
ポ
ン
！ 

衆

議

院
議
員

と
し
て
、

４
回
目

の
新
年
を
迎
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
間
に
総
理
大

臣
は
次
々
と
政
権
を
投
げ
出
し

４
人
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
一
方
で
、
百
年
に
一
度
の

世
界
的
な
金
融
危
機
と
言
い
な

が
ら
、
補
正
予
算
は
先
送
り
し
、

結
局
国
民
生
活
に
し
わ
寄
せ
が

き
て
し
ま
う
こ
と
を
、
肝
に
銘

じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

「
聖
域
な
き
改
革
」
は
、
８

年
間
様
々
な
問
題
を
生
み
出
し
、

結
果
と
し
て
地
方
と
生
活
者
に

痛
み
を
押
し
つ
け
て
き
ま
し
た
。 

私
は
、
政
治
は
「
現
場
」
の

声
が
活
か
さ
れ
、「
生
活
」
が
重

視
さ
れ
、「
ふ
る
さ
と
」
が
大
切

に
さ
れ
る
こ
と
と
考
え
ま
す
。 

様
々
な
角
度
か
ら
複
眼
的
に

観
る
『
虫
の
目
』
に
よ
る
把
握
と
、

グ
ロ
ー
バ
ル
に
俯
瞰
し
眺
る

『
鳥
の
目
』
に
よ
る
判
断
と
、
時

代
の
潮
目
を
視
る
『
魚
の
目
』
に

よ
る
決
断
が
、
政
治
に
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。「
生
活
第
一
」「
地

方
主
権
」
へ
の
“
チ
ェ
ン
ジ
”

を
改
め
て
決
意
し
ま
す
。 

衆
議
院
議
員 

さ
さ
き
隆
博 

今年こそ元気な郷土
ふ る さ と

を 
輝かしい新年を心よりお喜び申し上げます。 

ゆゆ
うう
ここ
うう
便便
りり  

発行:北口雄幸事務所

士別市東３条北７丁目

Tel0165-22-3100

fax0165-23-4356
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平
成
20
年
第
４
回
定
例
道
議

会
は
、
11
月
27
日
に
会
期
を

12
月
11
日
ま
で
の
15
日
間
と

決
め
開
会
し
ま
し
た
。 

今
定
例
議
会
で
は
、財
政
課
題
、

地
方
分
権
課
題
、
地
域
医
療
対

策
、
景
気
・
雇
用
対
策
な
ど
、

多
く
の
課
題
を
議
論
し
ま
し
た
。 

民
主
党
・
道
民
連
合
は
、
代

表
格
質
問
に
勝
部
賢
志
議
員

（
江
別
市
）
が
登
壇
、
一
般
質

問
で
は
、
４
名
の
議
員
が
当
面

す
る
道
政
課
題
や
地
域
課
題
な

ど
、
道
の
取
り
組
み
状
況
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。 

北
口
道
議
は
、
予
算
特
別
委

員
会
で
、
①
地
域
医
療
、
②
福

祉
灯
油
、
③
夕
張
市
へ
の
支
援
、

な
ど
に
つ
い
て
質
疑
し
ま
し
た
。 

公
企
法
の
全
摘
で
改
革
を 

問 

江
差
、
紋
別
、
羽
幌
の
３

つ
の
道
立
病
院
は
、
地
域
セ
ン

タ
ー
病
院
に
指
定
さ
れ
、
地
域

の
中
核
的
病
院
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

道
の
計
画
で
は
指
定
管
理
者
へ

の
管
理
移
管
を
予
定
し
て
い
る
。 

し
か
し
、
紋
別
病
院
は
広
域

連
合
で
の
運
営
方
針
が
示
さ
れ
、

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

ま
ず
は
、
広
域
化
・
連
携
構

想
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
道

立
病
院
に
つ
い
て
は
、
地
方
公

営
企
業
法
の
全
部
適
用
を
行
う

中
か
ら
改
革
を
進
め
、
そ
の
後
、

様
々
な
運
営
方
法
に
つ
い
て
検

討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答 

道
立
病
院
は
、
当
面
民
間

の
能
力
を
活
用
す
る
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
が
有
効
と
考
え

て
お
り
、
現
在
実
施
し
て
い
る

他
の
自
治
体
の
事
例
調
査
を
年

度
内
に
終
え
、
さ
ら
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。 

生
保
世
帯
も
補
助
対
象
に 

問 

灯
油
価
格
は
、
最
近
値
下

が
り
し
た
と
は
言
え
、
依
然
80

円
を
超
え
た
金
額
で
推
移
し
て

い
る
。
一
方
、
生
活
保
護
世
帯

に
支
給
さ
れ
る
冬
季
加
算
及
び

冬
季
薪
炭
費
は
、
こ
こ
近
年
全

く
引
き
上
げ
と
な
っ
て
い
な
い
。 

そ
の
こ
と
か
ら
、
各
市
町
村

で
は
、
生
活
保
護
世
帯
に
も
福

祉
灯
油
を
支
給
す
る
動
き
が
広

が
っ
て
い
る
。
道
と
し
て
も
、

市
町
村
を
支
援
す
る
立
場
で
、

生
活
保
護
世
帯
も
支
給
対
象
に

す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答 

こ
の
度
の
原
油
等
の
高
騰

に
伴
う
生
活
保
護
世
帯
へ
の
影

響
を
考
慮
し
、
こ
れ
ま
で
も
国

に
対
し
冬
季
加
算
な
ど
の
増
額

に
つ
い
て
強
く
要
望
し
て
い
く
。 

ま
た
、
福
祉
灯
油
事
業
に
つ

い
て
は
、
今
後
に
お
い
て
も
灯

油
価
格
や
国
の
動
向
な
ど
を
注

視
し
、
市
町
村
の
意
見
を
十
分

聞
き
し
な
が
ら
、
事
業
の
実
施

等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。 

積
極
的
に
夕
張
支
援
を 

問 

先
日
、
総
務
大
臣
が
夕
張

市
を
視
察
し
た
が
、
そ
の
際
、

夕
張
市
長
か
ら
診
療
所
の
改
築

と
公
営
住
宅
の
集
約
化
な
ど
に

つ
い
て
要
請
が
さ
れ
た
。
道
と

し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
が
可
能

な
の
か
。 

答 

診
療
所
の
建
て
替
え
は
、

市
民
が
将
来
に
向
け
て
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
も
大

変
重
要
だ
。
施
設
の
改
築
に
あ

た
っ
て
必
要
と
な
る
専
門
的
、

技
術
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。 

市
営
住
宅
の
集
約
化
は
、
コ

ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
上
で
必
要
な
課
題
だ
。
道

と
し
て
は
、
夕
張
市
が
取
り
組

ん
で
い
る
市
営
住
宅
の
再
編
調

査
事
業
に
対
し
地
域
再
生
チ
ャ

レ
ン
ジ
交
付
金
に
よ
る
支
援
や

技
術
的
な
助
言
な
ど
を
行
っ
て

い
く
。 

採
択
さ
れ
た
意
見
書 

◆
北
海
道
の
自
衛
隊
体
制
維
持

を
求
め
る
意
見
書
◆
国
籍
法
改

正
に
関
す
る
意
見
書
◆
私
学
専

修
学
校
に
対
す
る
財
源
措
置
に

関
す
る
意
見
書
◆
レ
セ
プ
ト
オ

ン
ラ
イ
ン
請
求
の
義
務
化
に
関

す
る
意
見
書
◆
公
共
職
業
安
定

所
の
体
制
見
直
し
に
関
す
る
意

見
書
◆
「
食
の
安
全
確
保
」
及

び
「
消
費
者
安
全
の
確
保
」
へ

の
取
り
組
み
強
化
を
求
め
る
意

見
書
◆
独
立
行
政
法
人
雇
用
・

能
力
開
発
機
構
が
設
置
す
る
公

共
職
業
能
力
開
発
施
設
の
存
続

に
関
す
る
意
見
書
◆
矢
臼
別
演

習
場
に
お
け
る
沖
縄
県
道
１
０

４
号
越
え
実
弾
射
撃
訓
練
の
分

散
・
実
施
に
関
す
る
意
見
書
◆

第
２
期
地
方
分
権
改
革
に
係
る

第
２
次
勧
告
に
対
す
る
意
見
書

◆
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
に
関
す
る

意
見
書
◆
電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
電
力
移
出
県
等
交
付
金

相
当
分
の
本
道
に
お
け
る
制
度

運
用
を
求
め
る
意
見
書 

第
四
回
定
例
道
議
会
報
告
（
11
月
27
日
〜
12
月
11
日
）

地
域
医
療
、
福
祉
灯
油
、
夕
張
問
題
を
質
問
す
る
北
口
道
議
（
12
月
５
日
）
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写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録

10
月
〜
12
月

 

きたごりんファームで収穫した籾殻を脱穀（10/4）利尻町で離島のご意見を伺う道政懇話会（10/10）

富良野市労連退職者会結成20周年記念（11/8）

士別市菊花展で菊の会の皆さんと記念撮影（11/2） 士別市功労賞・社会貢献賞表彰式（10/31） 

 
 

11・23幌延デー北海道集会で挨拶（11/23） 

士別農民連盟の皆さんが高橋知事に農業支援の 

要請行動を行い記念撮影（11/27） 

←
街
宣
活
動
〜
右
か
ら
、
木
村
道
議
、

塩
尻
旭
川
市
議
、
三
井
道
議
、
私
、

田
島
道
議
、
日
下
道
議
（
11
／
19
）
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北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し

ま
す
。（
10
月
〜
12
月
分
） 

 ◆ 

10
月
18
日
【
さ
っ
ぽ
ろ
市

士
別
ふ
る
さ
と
会
】
▼
今
日
、
札

幌
で
士
別
と
ゆ
か
り
の
あ
る
方

で
組
織
す
る
、
さ
っ
ぽ
ろ
市
士

別
ふ
る
さ
と
会
（
若
林
滋
会
長
）

の
第
24
回
に
な
る
ふ
る
さ
と
の

集
い
が
開
催
さ
れ
、
私
も
出
席

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
▼
ふ
る
さ

と
会
は
、
ふ
る
さ
と
士
別
を
応

援
し
よ
う
と
札
幌
市
に
居
住
す

る
皆
さ
ん
で
組
織
し
、
早
四
半

世
紀
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
間
、
士
別
ふ
る
さ
と
育
英

資
金
を
士
別
市
に
寄
付
し
て
い

た
だ
く
な
ど
、
物
心
両
面
で
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
、
と
て
も

あ
り
が
た
く
心
強
い
限
り
だ
。

ま
た
、
冒
頭
、
若
林
会
長
の
ご

挨
拶
で
も
「
ふ
る
さ
と
納
税
に

協
力
し
よ
う
」
と
声
を
掛
け
て

い
た
だ
く
な
ど
、
頼
も
し
い
限

り
だ
▼
私
は
、「
日
頃
の
ご
支
援

の
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
は
情
報

が
と
て
も
重
要
だ
。
情
報
の
提

供
を
お
願
い
し
、
も
っ
と
士
別

が
元
気
に
な
る
よ
う
頑
張
る
」

と
の
ご
挨
拶
し
乾
杯
の
音
頭
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
▼
今
後
と

も
、
い
つ
ま
で
も
ふ
る
さ
と
を

思
っ
て
い
た
だ
き
、
私
た
ち
地

元
に
残
っ
て
い
る
も
の
達
も
必

死
に
な
っ
て
ふ
る
さ
と
を
守
る

よ
う
努
力
し
な
け
れ
ば
と
思
っ

た
と
こ
ろ
だ
。 

◆
11
月
３
日
【
富
良
野
市
功
労

者
表
彰
式
】▼
今
日
は
文
化
の
日
。

そ
の
文
化
の
日
に
富
良
野
市
功

労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
私
も
出

席
し
て
き
た
▼
今
年
の
表
彰
者

は
、
自
治
功
労
の
杉
野
信
幸
氏
、

産
業
・
経
済
功
労
の
東
海
林
敏

昭
氏
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
・

環
境
功
労
の
玉
手
洋
子
氏
、
教

育
・
文
化
・
体
育
・
科
学
技
術

功
労
の
難
波
英
昭
氏
の
４
名
で

あ
る
▼
能
登
市
長
の
式
辞
の
あ

と
、
私
に
も
ご
挨
拶
の
機
会
を

い
た
だ
き
、
地
域
力
と
ケ
ネ
デ

ィ
大
統
領
の
言
葉
を
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
お
身
体
に
気
を
つ
け
、
地

域
で
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
る
。 

◆
11
月
29
日
【
文
化
を
語
る
夕

べ
＆
交
流
会
合
】
▼
今
日
、
士
別

文
化
協
会
（
卯
城
孝
浩
会
長
）

主
催
の
文
化
を
語
る
夕
べ
と
交

流
会
が
開
催
さ
れ
、
私
も
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
▼
文
化
を

語
る
夕
べ
で
は
、
冒
頭
ミ
ニ
講

演
会
が
あ
り
、
士
別
市
郷
土
芸

能
つ
く
も
太
鼓
の
岸
梅
健
治
氏

が
、「
つ
く
も
太
鼓
の
歴
史
」
と

題
し
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

つ
く
も
太
鼓
は
、
昭
和
49
年
に

「
つ
く
も
青
年
太
鼓
会
」
と
し

て
発
足
し
、
昭
和
51
年
に
現
在

の
「
つ
く
も
太
鼓
」
に
名
称
変

更
し
、
現
在
は
17
名
の
会
員
で

士
別
の
郷
土
芸
能
を
守
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
の
こ
と
だ
▼

そ
の
後
、
士
別
市
の
文
化
活
動

に
対
す
る
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

私
の
近
所
に
住
む
山
前
内
利
氏

が
士
別
愛
石
会
の
活
動
に
対
す

る
貢
献
を
評
価
さ
れ
貢
献
賞
を

受
賞
し
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
士
別

試
験
場
の
皆
さ
ん
と
士
別
民
謡

サ
ー
ク
ル
一
桜
会
の
森
脇
一
彦

氏
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
▼
そ

の
後
、
参
加
者
全
員
で
交
流
会

を
行
い
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

◆
士
別
市
文
化
貢
献
賞
＝
山
前

内
利
氏
（
士
別
愛
石
会
）
◆
士

別
市
文
化
奨
励
賞
＝
ト
ヨ
タ
自

動
車
士
別
試
験
場
（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
）、
森
脇
一
彦
氏
（
士

別
民
謡
サ
ー
ク
ル 

一
桜
会
） 

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記 

h
ttp
://y-k

ita
g
u
c
h
i.n
e
t/

【
ひ
と
り
ご
と
】 

▼
昨
年
（
08
年
）
の
世
相
一
文

字
は
『
変
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

政
治
や
経
済
、
生
活
、
気
候
な

ど
が
変
化
し
、
未
来
に
向
け
た

変
化
の
期
待
か
ら
、
こ
の
漢
字

に
決
ま
っ
た
よ
う
だ
▼
し
か

し
、
日
本
の
総
理
大
臣
は
そ
の
変

化
に
つ
い
て
行
け
な
い
よ
う
で

あ
る
。
麻
生
総
理
は
、
当
初
自
ら

を
選
挙
管
理
内
閣
と
言
い
な
が

ら
、
形
勢
が
悪
い
と
判
断
す
る
や

「
政
局
よ
り
政
策
」
と
言
い
だ

し
、
解
散
総
選
挙
を
先
送
り
し

た
。
だ
が
、
肝
心
の
追
加
経
済
対

策
は
国
会
に
提
出
し
て
い
な
い

▼
世
界
的
な
景
気
悪
化
で
、
首

を
切
ら
れ
た
労
働
者
や
中
小
企

業
の
経
営
者
、
肥
料
な
ど
が
値

上
が
り
す
る
農
家
の
皆
さ
ん
か

ら
悲
鳴
が
聞
こ
え
る
▼
き
っ

と
、
今
年
中
に
は
必
ず
選
挙
が
行

わ
れ
る
。
国
民
の
正
し
い
判
断
で

国
政
を
「
変
化
」
さ
せ
、
国
民
の

生
活
が
第
一
の
政
治
を
目
指
し

て
い
こ
う
。 

 

（
ゆ
う
こ
う
）

さっぽろ市士別ふるさとの集い 

文化貢献賞を受賞する山前内利氏(左) 

富良野市功労者表彰式 


